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団体名 事業名

特定非営利活動法人　ア
イサイトさいたま

目が見えない人が言葉と
指先で見えない・見えづ
らい人たちに教えるスマ
ホ教室

ICTサークル浦和
高齢者向けスマホ講座・
相談会 ”老いてこそスマ
ホを！”

付帯意見

次のことについて検討し、その結果を報告してください。
①事業の具体的な内容について
全６回の講座の内容が不明瞭な印象です。現時点で計画している講座の内容につい
て、その内容とともに、実施する目的や意義についてもお示しください。
②事業収支計算書について
予算の積算根拠について、不明瞭な点があります。特に、謝金・報酬については、積
算の根拠を精査していただきたいと思います。また、委託料については、金額が大き
いため、団体独自で担うことが出来ないかなど、検討していただきたいと考えます。そ
して、助成金交付申請額も大きいため、助成金が終了した際の事業の継続面におい
て、不安も残ります。そのため、事業収支計算書の各予算について再度精査していた
だき、提出してください。

wishサポーター（wish
wish fes.実行委員会）

守るべき命、子どもとペッ
トを持つ家族のための防
災フェス　第２回WISH
WISH FES

Dulces
『あなた』らしい暮らしの
ためのイベント事業

特定非営利活動法人
このまちで暮らす会

人生の「最晩年の暮らし
方」と「終活」を支援する
事業

一般社団法人　キャリア
チャレンジ総合研究所

子どもまちづくり大学
URAWA

講　　　　　評

　本事業は、市内の一人暮らし・老々世帯の高齢者を支援する有意義な事業であると評価できま
す。今回の協働により、団体が独自で実施するよりも対象者にリーチしやすくなり、より多くの方に
届くことも期待されます。
　最晩年の方を支援することは重要ですが、一方で最晩年になる前の方々が重要な対象であると
のことですから、今後の運営に当たっては、事業のタイトル名の検討や事業の広報にも工夫してい
ただき、対象者をより広く集められるように事業を進めていただくことを期待します。

　本事業は、地域の子どもたちが主体となってまちづくりに参加したり、実践的な学びを得る機会を
提供する講座であると評価できます。一方で、まだ始まったばかりの段階であることから、事業の
目的やプログラムが手探りな印象も受けます。
　今後の運営に当たっては、計画中の６回の講座について、浦和に特化したプログラム内容にして
いただくと事業の目的がより明確になるのではないかと考えますので、改めて講座の内容につい
て検討いただき、より良い事業となるよう、ブラッシュアップされることを期待します。

　本事業は、視覚障害者やロービジョン対象者に向けた有意義な講座であると評価できます。現
在、公共、民間を問わずIT中心の社会であり、生活ではスマホが情報の主役になっており、将来性
もあると考えます。
　今後の運営に当たっては、市との協働に加え、通信事業者や販売店との連携にも期待するととも
に、参加者のニーズに沿ったプログラムや人員体制なども柔軟に検討いただければと思います。ま
た、今回が初めての申請になりますので、事業を進めていく中で、事業の意義や成果の検証等、
振り返りにも御注力いただき、今後も事業が継続できるように意識しながら、事業を進めていただく
ことを期待します。

　本事業は、IT弱者といわれる高齢者等に対するスマホ教室として、民間事業者との差別化を感じ
られる事業であると評価できます。また、スマホ教室やサロン形式の相談会を通じ、参加者が交流
するといったコミュニティづくりにも貢献するのではないかと考えます。
　今後の運営に当たっては、手続きの多くがIT化されていることもあるため、さいたま市をはじめと
した様々な行政サービスへのアクセスの仕方や利用方法についても、講座の内容として取り入れ
ていただくことを期待します。

　本事業は、子どもやペットのいる家族を対象にした防災イベントとして、行政との協働の必要性や
目的などを感じられる事業であると評価でき、実体験から生まれた活動であることも素晴らしいと
考えます。また、他団体との連携や協賛も見込まれ、活動の成果や広がりにも期待したいです。
　今後の運営に当たっては、イベントでの広報・体験と実態を結び付け、避難所のルールも学べる
場としていかれることを期待するとともに、防災アドバイザーなど様々な関連団体ともつながってい
ただき、専門的なアドバイスを受けながら、活動を発展していただければと思います。

　本事業は、子育て中の女性へ向けた様々なストレスや孤独感などを解消していく非常に大切な
活動であると評価します。
　一方で、事業の全体像や各イベントの位置づけが不明瞭であると感じられるとともに、事業名や
イベントのタイトルが対象者へ伝わりにくい印象もあります。イベントを実施する上では参加者をあ
る程度確保するためにも、わかりやすさやイメージしやすい言葉で表現することも重要なポイントで
あると考えます。
　非常に重要な活動だと考えますので、団体内のみならず、例えば、所管課や関連する団体、企
業等からも意見を伺いながら、案を再度練っていただいて、次回以降に改めて申請をいただくこと
を期待します。
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